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ノクタイザー SK(素練促進剤）について
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前回D, SBRのロール素練りで，約 100℃以上になる

とゲル生成が顕著に認められることを述べた，

このゲル生成が著しくなると粘度ならびに弾性を高め

充填剤等の配合加困難となることから，加工性が非常に

悪くなる， さらに，加硫ゴムの張強応力が高くなり，引

張強さが低下し，特に耐屈曲性を著しく低下させる（表

1, 図 I),

これらのことから， SBR,BR等の合成ゴムの素練り時

には，このゲル生成に注意をしなければならない．ゲル

生成をなくするには，素練温度および素練促進剤等の選

択が必要であると考えられる，

表l SERゲルの加硫ゴム物性に及ぼす影響2)
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さて，前回1), ロール温鹿 (130士5℃)および(160士

5℃)で， SBR(JSR 1500)を用いた場合のノクタイザー

SKの効果について紹介した，

今回は前回凡ロール温度(130士5℃)でノクタイザー

SKを用いて素練りした SBR(JSR1500)の加硫性能およ

び加硫物性への影曹について検討を行ったので紹介する

ノクタイザー

SKはSBR配合物

に対して，スコー

チ（表2),加硫速

度（表 3)および加

硫物性（表 4,5, 6) 

にもほとんど影響

が認められない，

これらのことから，

ノクタイザー SK

はSBR用素練促進

剤として安心して

使用が率きます，
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素練ロール温度と加硫ゴム
の特I生3)

ノクタイザー SKのSBR配合ゴムに対する影響

図 I

1. 配合
SBR (JSR 1500)* 
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＊前回見素練促進剤を用いてロール温度(130士5℃)，

素練時間(5分， 10分）の条件で素練りしたゴムを使用し

た．

2. ムーニースコーチ試験

試験条件： JIS K 6300に準拠， ML-I, 125℃ 

表2

試料
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3. レオメータ試験

試験条件：

オシレーティングディスクレオメーター使用

回転数 6 cpm, 振幅 30, ダイス ¢30 mm, 

試験温度 150℃ 

表 3
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4, 加硫試験

試験条件： JIS K 6301に準拠，

加硫条件：プレス加硫 150℃

表4

試 料加硫 Tn
Modulus 
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5. 熱老化試験

試験条件： JIS K 6301に準拠，試験片加硫条件：150℃ 

X 40分，試験管加熱老化試験機，老化温度

120℃ 

表5

試 料 老化時間
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0 269 470 23 和
無添加 (5分） 24 -33 -47 +74 +5 

48 -43 -56 +100 +6 

0 293 470 26 64 
無添加 (10分） 24 -38 -47 +62 +5 

48 -45 -54 +88 +8 

（備考） 老化0時間の数値は実測値で，単位は Tn,

M10。が (kgf/cmり，邸が（％）である．老化

24, 48時間の Tn,En, M100は変化率(%),

硬さ(Hs)は変化である．

6, 屈曲試験

試験条件： JIS K 6301に準拠，試験片加硫条件：150℃ 

x40分，デマチャ屈曲試験機使用，カット

グロース法，室温

表6
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